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(let二2) J. Clyde Mitchellが労働移動にIMJ.i1!して，
“centripetal tendencies，，とし、う語を用いた。
J.～＇an Velsen, Urbanization in African Social 
Change, .'iome Jlvfethodological Problems of the 
Study of Labour Migration, Inaugural Seminar 





































































































































































L、ずれにせよ， l!H8年 Federationof Afri仁川













































































































































































なかった L，また，同年lO)Jの選挙では， B日trotzc いた過去の権力者と， ナリルンゲウアやA・ウィ
National Party（以下BN Pと略す）に暗黙の支持を ー十などに代表される都市化された新しい知識人
与える白人政党 UnitedFederal Party （以下UFP との間に， その行動様式と価値判断の基準をめく



















































( d 1 ) R. I. RotLerg，“Tribalism and Politics 
of Zambia, Africa Rψort, October 1967, p. 30. 
Cd:訓 2〕 1967年2月，ノレサカのある r'1人肉屋が， ク
リλJλHlじ出J'',O),/dl筏りをカ Y ンガ副大統領夫／、
に阜市 Jたこと方ら政治問題；こまでf(:)1(I.た事件。 ，u工i
／＂＇：かけ蛍業停 Jit;_ C;iセられた肉屋！ょ，これを不淑と L
て白人弁護士を依頼 L，最高裁判所を通じて営業停止
処分を撤同せしめた。するとこれに怒ったUNIPの育
1将 約 150人（、ノパの党人派）が 3｛；のトラ y クb二






刑jをI, ,I 、渡しラハウ＇／ ：＇大統領 t.,n憾の也、を表 Lt・≫:,
けっきょくは大統領特赦により政治的に解決された。
（注、：l) 足凶制『7 ＇） カ諸過にお1.lる経済↓［ ι』
（アジア経済研究所， 1969年〕， 5ページ。
〔注 4) 主1注目路は？i'n、く））改善・＇ l I O二が， ！ン
グーかりセナンガ（Senanga), セシェケ（日esheke),
カラボ（Kalabo）に宅る支道はう 補装セれていないた
め，じ干です i 1＇：動車 y) ?i行u例経をさ υゆる。主た
リビングストン・モングー・レアルイ（Lealui）を結ぶ
河川it七るが、 主中い十：かの!i'ti6あ J ご・Jr実 i,j1f行
不能であり，したがって，毎年何カ月かは外部からの
交通ふ＇ cl~ 断さ：i: l：しまう c
（注5〕 R L Rotberg，“What Future for Baro 
















t,とにあった社会関係の性格如何によ v 、て， その
変容のあり方が様々に異なってくるという認識が



































































































































































































































































Pritchard，“African Political Systems，＇’ 1%:-l, Intro-
duction司 p5以卜主主.WC: 
( d. 2) E. Colson & j¥1_ Clue!くman，“Scve口 Tri-
he泊。fBritish Central Afriじa,"1%9, pp_ l, 94, Hi1_ 
( -:!' 3) L',' 11.i主，！i；「Jl-'d:fl :' C') ,;,~ f;Jt: 特l’ i.！、
;1,1J/L , ~iUdl ノt，，概念： －・パ、： J C『！ど惣＿］.19fi9i) I 
，；〕句 k7 -;: 9 t: 日円。
14 ）久uclr守y[ Richards，“The Political Svs 
ternりfthe Bemba Tri¥w, p_ 1οs '.I ; 
（十日） !¥ lax c; l ucl、man，“ihe l川町内fBaro！町
land in >lorth ¥Vestern Rhodeshia," pりi）：、卜 J
( .L fi) E 仁川片山、“Th巳 Plat巳，llt Tonga of !¥or-



























そしり；立lj長か「》才一).t[J,；付 ;l, • いな L、と L、え上う
政治単位としての各階梯とu也に関する権i手l]I土，
ポパ十々（¥fohannan）がν－，たように，まさにil弓f己
I 14家」と i,i：人1粉河市J}_I 2と二J ) trから欠いている7
7 IJカ，7)伝Mc的社会では， I1：地保有l(land tenure) とし、うことである。分か九灘、く結び／川、ている，









｛米石青へ上1i,Jするときも，,_ 干し日t九五’ I〕＇ Lン。
ロジの；土地保有F皆様」
一ブ力ノ＋地保有階悌_I (es凶tesof holdings，とは，



















存i土， どの階十年；でも大差（i:Ti. レL, また、 日立｛ネ







列によるしぺ J 川、の階悌の存在は， t: f.'1~ flt~ flιーが
l:J也に｜羽寸と主催手I］に対応したj義務を i、.f,'i:保有者に
上 i）多く分担 5せるとし、〕仕方で、二山1.＼山政治・
ti：会組設を、－'i-) uhて｝民主;f:／（ι（！）；こ Lている ご
もあれ‘この H也iltH-fl法梯Jの十で今占が身分
者またはその家族に帰属する c;譲渡による土地保有
















とにIr. 》ていたれ このことは，ロジの寸法• fi・1攻
活機関が特定の法律tこ苓J 5 L、て一般住氏の権利を
保認しえたことを前提と Lており， したがって，
l併層制ごと’）｜事E主力、ム特に直悦したい問涯は、 I i この ！：地保有階梯jは、 土地そのものの性絡が
’・rn: cm来日〕ロ昆父権ーの効力範lifである｝ 学：こ i集団のー側面；であることから、 「集団化
ロ〆 n{i;f充r'tJ社会におv、て主；：， i,弓1；：刀、.) J.i;(J主的 への｝il-;{t是j となるこ正への Jノレケ－，， - ;t,として考
な政治単位か村治であることはすでに述べた通り えられる上うに思われるiIL 4 ,0 
であるが， 11 ノ上 I) I 組t苦~的求心力｜内はるかに ~三に，ロジでは士地の分与が村落を通じての
拐し、トンガび）伝統的社会におし、てit、政治時係に み行なわれることは前述の通りであるが， その場
おける村誌のi見制力はきわi） て：mく令 ！；地保有の fr，村長が王族の一員（たとえば，王子や王女）であ
主体はむしろ個人または家主矢であるo J 1_ I），只 〉て札， その分与は王からその人個人へのものと
体的lこ！‘、うと‘ロジにあっては， i土地を保有して は見な主れないr このことは， i士地保有階梯i
L、た一般住民が死亡または離村して守 相続人がふ に上る l:J也背理・処分権の下位分与というロジの
L、場合ラ その ti也はた民家長を通じと村長に帰以 内己分体系の中で，儀礼的な系譜による親族関係ょ
するが，トンガの場合には，その土地は 1.tr，巨的 りも、 世俗的な機能による政治関係をその社会制
に村落に帰属して，での実，荒蕪地になる（成［Hfuに 度における価値として優位に置く傾向を示してい








































































































































































（注 lJ I勺ulBohannan, lパmdof Airica、Tribal
and peasant Economies, l9fi7, p. 56. 
（注2〕 MaxGluckman，“The Lozi of Barotse-
land in North-Western Rhodesia，” P. 61. 
（注：1) ，＇：山道夫 l'-,・ -7 ., -ryの土地償問が』， 11ペー
ジ以下。
（注4) Paul Bohannan, !,and of Aj,・ic仏 P.57.
（注 5) Max Gluckman，“The Lozi of Barotse-
land in North-Western Rhodesia，＇’ p. 63. 
Ci主（i〕 E.Colson, The Plc1teau TongaけiNor 
ther百 Rhodesia,p. 172 1）ド J


































〈注 1) JI I ShitVi'i: ・松田智雄私立 uli!J（経済の訪1説明』
（以波書店，附和43年）， 782ページ。
（調査研究部主任調査研究員〕
ラ7
